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平成20年11月号
乗って安心

個人タクシ
ー

社団法人

東 京 都 個 人
タ ク シ ー 協 会

会 報

ま
す
。
個
人
タ
ク
シ
ー
を
始
め
る
と
き
に
大
病
を

し
た
経
験
か
ら
、
あ
せ
ら
ず
無
理
せ
ず
、
明
る
く

お
客
様
を
迎
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
何
事
も

心
掛
け
ひ
と
つ
だ
な
あ
、

と
思
い
ま
す
。「
健
康
で

仕
事
が
で
き
る
」
こ
れ
に

勝
る
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
。
あ
と
８
年
、
無
事
故

無
違
反
で
タ
ク
シ
ー
運
転

手
と
し
て
50
年
目
を
迎
え

た
い
で
す
。

福
本
秀
爾 

関
東
運
輸
局
長
式
辞

輸
送
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
貢
献
を

　

厳
し
い
交
通
環
境

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

優
れ
た
運
転
技
術
を

も
っ
て
長
年
に
わ
た

り
責
任
事
故
、
違
反

な
し
で
こ
ら
れ
た
皆

さ
ん
、
受
賞
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

自
動
車
運
送
事
業
が

多
く
の
利
用
者
か
ら
信
頼
さ
れ
て
い
る
の
は
、
皆

さ
ん
の
旺
盛
な
責
任
感
と
日
々
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
、

卓
越
し
た
技
量
の
賜
物
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
仕
事
に
専
念
で
き
る
よ
う
支
え

て
こ
ら
れ
た
ご
家
族
、
職
場
の
上
司
・
同
僚
の
方
々

に
も
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

　

昨
今
、
飲
酒
運
転
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
受
賞
を
機
に
、
平
成
18
年
度
か
ら
導
入

し
た
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
を
も
と
に
社

会
ル
ー
ル
順
守
第

一
に
、
一
層
の
安

全
運
転
を
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。
質

の
高
い
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
が
求
め

ら
れ
る
現
在
、
タ

ク
シ
ー
業
界
で
は
管
内
全
域
で
の
禁
煙
化
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
利
用
者
の
声
を
じ
か
に
聞

く
現
場
最
前
線
の
皆
さ
ん
は
安
全
安
心
な
公
共
輸

送
機
関
、
車
社
会
の
一
員
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
不
可
欠
な
存
在
で
す
。
あ
わ
せ
て
後
進
の
指

導
・
育
成
に
も
期
待
し
ま
す
。

受
賞
の
喜
び　
　
　
　

 

横
山　

勇
さ
ん
（
板
橋
）

無
事
故
無
違
反
　
年
を
目
指
し
ま
す

　

多
く
の
先
輩
方
の
頑
張

る
姿
に
教
え
ら
れ
、
育
て

ら
れ
た
結
果
が
受
賞
に
つ

な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

名
前
を
呼
ば
れ
た
時
は
気

が
引
き
締
ま
り
、
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
式

の
後
、
知
り
合
い
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
、
う
れ
し

く
な
り
ま
し
た
。

　

毎
日
、
私
の
体
調
を
気
遣
う
家
族
が
い
る
か
ら

こ
そ
「
今
日
も
無
事
故
無
違
反
、
無
事
に
帰
っ
て

く
る
」
と
い
う
気
持
ち
で
走
り
出
す
こ
と
が
で
き

受賞者には、車社会のサービス向上への活
躍が期待されます

「家族がいるからここま
でやってこれました」

表彰状を受け取る横山さん

50

関
東
運
輸
局
長
に
よ
る
運
転
者
表
彰

現
場
最
前
線
の
皆
さ
ん
に
期
待
し
ま
す

10
月
17
日（
金
）
午
後
2
時
か
ら
、
関
東
運
輸
局
長
に
よ
る
平
成
20
年
度
自
動
車
運
送
事
業
運
転
者

表
彰
式
が
、
神
奈
川
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
横
浜
市
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。
表
彰
者
３
０
４
名

の
う
ち
個
人
タ
ク
シ
ー
部
門
は
41
名
（
東
京
28
、
神
奈
川
８
、
埼
玉
２
、千
葉
３
）
で
し
た
。

「
区
長
へ
の
手
紙
」
に
対
す
る
協
力
の
お
願
い

過
ご
し
や
す
い
街
づ
く
り
を

　

中
央
区
の
区
民
よ
り
、
区
長
へ
次
の
よ
う
な

手
紙
が
届
き
ま
し
た
。
区
民
の
方
が
気
持
ち
よ

く
過
ご
せ
る
よ
う
状
況
改
善
に
向
け
て
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
晴
海
ト
リ
ト
ン
ス
ク
エ
ア
前
の
バ
ス
停
留
所

に
お
い
て
、
平
日
の
夕
方
か

ら
夜
間
に
か
け
て
の
客
待
ち

タ
ク
シ
ー
お
よ
び
バ
ス
停
前

で
の
タ
ク
シ
ー
客
の
乗
降
に

よ
り
、
バ
ス
が
バ
ス
停
か
ら

離
れ
て
停
車
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
態
が
頻
発
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
バ
ス
の

乗
降
客
が
車
道
を
横
断
す
る

こ
と
に
な
り
、
特
に
お
年
寄

り
の
方
が
歩
道
に
た
ど
り
着

く
ま
で
危
険
な
状
況
で
す
。

ま
た
、
タ
ク
シ
ー
の
無
謀
な

発
車
等
で
非
常
に
身
の
危
機

感
を
覚
え
て
い
ま
す
」

おめでとうございます
東京都個人タクシー協会受賞者28名

石井芳治さん（足立第一）
青木俊明さん（荒川）
小倉文雄さん（荒川）
栗原武司さん（荒川）
近藤忠行さん（荒川）
中野弘道さん（荒川）
吉田健三さん（荒川）
佐々木健一さん（北）
髙村慎二さん（北）
増田勇二さん（北）
駿河清貴さん（北第二）
佐々木巌さん（杉並）
田中文四さん（杉並）
齊藤光夫さん（世田谷第一）
中村幸秀さん（世田谷第一）
齊藤正利さん（南多摩）
中村雅俊さん（北多摩）
濱田泰行さん（城北）
伊藤敏勝さん（千住）
小泉信一さん（千住）
高橋善郎さん（千住）
鈴木和夫さん（東部）
中野博文さん（東部）
松島俊夫さん（東京北）
安藤達男さん（東日本）
飯澤　誠さん（東日本）
櫻井　修さん（東日本）
横山　勇さん（板橋）

都内個人タクシーの現況（平成20年10月１日現在）
許可事業者数　17,894名（先月比 －51名）
（特別区・武三17,427名　北多摩184名　南多摩283名）
傘下事業者数　17,753名（先月比 －52名）
（特別区・武三17,287名　北多摩184名　南多摩282名）



　

ま
ず
木
村
忠
義
会
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
依
然

と
し
て
改
善
さ
れ
な
い
銀
座
地
区
の
不
適
正
営
業
に

つ
い
て
「
先
日
は
セ
ン
タ
ー
職
員
に
対
す
る
暴
言
・

暴
力
行
為
が
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
今
、
個
人
タ
ク

シ
ー
は
社
会
的
に
注
目
を
浴
び
て
お
り
、
こ
こ
で
大

き
な
問
題
を
起
こ
し
て
は
個
タ
ク
不
要
論
が
ま
た
叫

ば
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
」
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
10
月
９
日
に
譲
渡
譲
受
認
可
書
交
付
式
が

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
マ
ス
タ
ー
ズ
制
度
に
つ
い

て
説
明
を
し
、
そ
の
場
に
い
た
新
規
事
業
者
の
方
全

員
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
既
存
の
方
に
も

ぜ
ひ
と
も
加
入
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
」
と

お
話
し
し
、最
後
に「
現
在『
同
一
地
域
・
同
一
運
賃
』

と
『
車
両
台
数
適
正
化
』
に
向
け
て
、
署
名
を
集
め

て
い
ま
す
。
出
来
る
だ
け
多
く
集
め
ら
れ
る
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
８
件
の
報
告
事
項
、
３
件
の
通
達
が
報
告

さ
れ
、
そ
の
後
議
題
審
議
へ
と
移
り
、
全
議
題
が
原

案
通
り
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

議
題
①
・
②

【
改
定
内
容
】

　

保
険
業
法
の

適
用
範
囲
が
見

直
さ
れ
、
特
定

の
者
を
相
手
方

と
し
て
保
険
の

引
受
け
を
行
う
事
業
に
、
原
則
と
し
て
保
険
業
法
の

規
定
が
適
用
。
そ
れ
に
伴
い
、
左
記
の
よ
う
に
総
会

へ
提
案
す
る
。

○
見
舞
金
程
度
の
支
給
に
止
ま
る
共
済
制
度
へ

の
変
更
（
保
険
業
法
対
象
外
へ
）

現
行
、給
付
金
額
50
万
円
を
、見
舞
金
程
度
の
額

（
10
万
円
＋
花
環
代
）へ
変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
、

保
険
業
法
の
対
象
外
の
共
済
制
度
と
す
る
。

○
共
済
掛
金
の
見
直
し
に
つ
い
て

共
済
掛
金
は
、
共
済
資
産
を
約
５
０
０
０
万
円

残
す
こ
と
を
前
提
に
、
現
行
３
０
０
円
を
50
円

に
変
更
す
る
こ
と
と
し
、
資
産
が
底
を
突
く
約

７
年
後
に
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

○
実
施
日　

平
成
21
年
９
月
１
日　

議
題
③

【
共
済
資
産
の
目
的
外
使
用
に
関
し
て
】

　

共
済
資
産
に
つ
い
て
は
、
弔
慰
金
と
し
て
給
付

す
る
以
外
に
は
使
用
目
的
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い

が
、
左
記
理
由
に
よ
り
、
共
済
資
産
の
一
部
（
約

５
０
０
０
万
円
）
を
残
し
、
全
事
業
者
へ
こ
れ
ま
で

の
掛
金
納
付
総
額
で
按
分
し
た
金
額
を
還
付
す
る
こ

と
と
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
総
会
へ
提
案
す
る
。

○
還
付
要
領

１
．
平
成
21
年
９
月
１
日
現
在
所
属
す
る
全
事
業
者

　
　

へ
還
付
す
る
も
の
と
す
る

２
．
還
付
総
額
は
、
引
き
続
き
継
続
す
る
共
済
事
業

の
給
付
資
金
と
し
て
約
５
０
０
０
万
円
を
残
す
こ
と

と
し
、
残
額
約
１
億
９
千
万
円
と
す
る
。

〈
各
事
業
者
の
掛
金
納
付
総
額
×
15
％
（
10
円
単
位

に
四
捨
五
入
）〉

参
考
：
一
人
当
た
り
平
均
還
付
額
（
15
％
の
場
合
）

７
０
６
０
０
円
×
15
％
＝
１
０
５
９
０
円

議
題
⑥

　

世
間
よ
り
注
目
を
浴
び
て
い
る
不
適
正
営
業
を
是

正
す
る
た
め
に
「
特
定
地
域
街
頭
営
業
ル
ー
ル
実
施

要
綱
」
な
ど
を
一
冊
に
ま
と
め
た
「
適
正
営
業
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
、
全
事
業
者
に
配
布
す
る
。

【
今
後
と
も
個
人
タ
ク
シ
ー
が
社
会
か
ら
必
要
と
さ

れ
生
き
残
る
た
め
に
は
、「
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
、

今
さ
え
よ
け
れ
ば
」
で
は
な
く
、
個
人
タ
ク
シ
ー

委員会委員紹介

安
全
対
策
委
員
会

委
員
長

金
子
憲
一

事
故
防
止
と
防
犯
対
策
は
2
本
柱

世
論
の
支
持
に
よ
り
作
ら
れ
た
個
人
タ
ク

シ
ー
も
、
残
念
な
が
ら
現
在
で
は
必
ず
し
も

安
全
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
溢
れ
か
え
る
都
会
の
車
両

の
中
で
い
か
に
安
全
・
安
心
な
輸
送
を
提
供

で
き
る
か
を
検
証
し
、
ま
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ド

ラ
イ
バ
ー
ズ
コ
ン
テ
ス
ト
の
推
進
を
行
い
つ

つ
事
故
防
止
対
策
の
検
討
に
繋
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

安
全
対
策
委
員
会

副
委
員
長

小
関
俊
秀

共
済
委
員
会

委
員
長

伊
藤
博
敏

心
の
ゆ
と
り
、
心
の
ケ
ア

　

保
険
業
法
の
適
用
範
囲
が
見
直
さ
れ
、
当

協
会
の
共
済
制
度
も
現
在
の
給
付
金
額
を

10
万
円
に
改
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
公
益
社
団
法
人
獲
得
の
た
め
と
ご
理

解
く
だ
さ
い
。
共
済
資
産
に
つ
い
て
も
全
事

業
者
に
分
配
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
今
ま
で
あ
ま
り
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い

な
い
心
の
問
題
に
つ
い
て
も
取
り
組
み
、
心

の
ケ
ア
も
図
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

共
済
委
員
会

副
委
員
長

秋
田
　
隆

平成20年９月分

1 ９月２日
車両停止
（120 日車）

特別処置法
第43条第２項

乗禁地区
営業

12 点

■行政処分状況 平成20年９月分

が
崖
っ
淵
に
あ
る
こ
と
を
全
事

業
者
が
自
覚
し
、
一
丸
と
な
っ
て

「
乗
っ
て
安
心
個
人
タ
ク
シ
ー
」

の
実
現
に
向
け
て
ま
い
進
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ル
ー

ル
無
視
を
繰
り
返
し
、「
知
ら
な

か
っ
た
、
聞
い
て
い
な
い
」
の
言
い

訳
は
も
う
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
当

協
会
と
し
て
真
面
目
な
事
業
者

を
守
る
た
め
に
は
、
一
部
悪
質
事

業
者
の
退
出
・
排
除
を
考
慮
せ

ざ
る
を
得
な
い
重
大
な
局
面
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。】（
冊
子
に
掲

載
の
会
長
あ
い
さ
つ
よ
り
抜
粋
）

「個タクが明るい時代を迎えられるよう、気を引き締
めていきましょう」

社団法人  東京都個人タクシー協会会報平成20年11月号 第 412号　⑵

理事会の
焦点
こ
れ
か
ら
の
個
人
タ
ク
シ
ー
を
見
据
え
て

適
正
な
営
業
を
心
掛
け
て
下
さ
い

第4回

10
月
16
日（
木
）午
後
1
時

開
催
日
時

協
会
会
議
室

場

　所

議題
①
共
済
規
約
一
部
改
定
に
関
す
る
件（
通
常
総
会
提
出
議
案
）
 

④
年
末
年
始
安
全
総
点
検
ス
テ
ッ
カ
ー
の
作
成
に
関
す
る
件

②
共
済
規
約
給
付
細
則
一
部
改
定
に
関
す
る
件

 

⑤
平
成
21
年
新
年
賀
詞
交
歓
会
等
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
並
び
に
来
賓
者（
案
）に
関
す
る
件

③
共
済
資
産
の
目
的
外
使
用
に
関
す
る
件（
通
常
総
会
提
出
議
案
）
 ⑥「
適
正
営
業
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」の
作
成
に
関
す
る
件

【提案内容】



氏
名	

所
属
団
体	

享
年			

病
名

田
中
清
之
助
さ
ん	

（
東
個
協
・
墨
田
）	

62
歳
　	

白
血
病

四
家
正
司
さ
ん	

（
都
営
協
・
板
橋
）	

62
歳
　	

感
染
症

西
脇
文
久
さ
ん	

（
都
営
協
・
江
戸
川
）	

64
歳
　	

腹
膜
炎

石
山
禧
儀
さ
ん	

（
都
営
協
・
民
主
）	

75
歳
　	

動
脈
瘤
破
裂

黒
坂
義
男
さ
ん	

（
東
個
協
・
杉
並
第
二
）	

53
歳
　	

心
不
全

高
嶋
洋
二
郎
さ
ん	

（
東
個
協
・
品
川
第
一
）	

74
歳
　	

心
不
全

小
林
啓
二
さ
ん	

（
都
営
協
・
個
団
連（
東
））	

70
歳
　	

肺
が
ん

高
橋
重
三
郎
さ
ん	

（
東
個
協
・
板
橋
第
一
）	

76
歳
　	

胆
管
が
ん

中
村
佳
史
さ
ん	

（
東
個
協
・
文
京
第
一
）	

70
歳
　	

肺
が
ん

恩
田
勝
彦
さ
ん	

（
都
営
協
・
千
住
）	

61
歳
　	

不
明

渡
邉
和
義
さ
ん	

（
東
個
協
・
野
方
）	

58
歳
　	

食
道
が
ん

長
野
幸
秀
さ
ん	

（
多
摩
・
南
多
摩
協
会
）	

64
歳
　	

不
明

五
十
嵐
茂
男
さ
ん	

（
都
営
協
・
東
陽
）	

60
歳
　	

不
明

＊
７
月

鈴
木
美
夫
さ
ん	

（
東
個
協
・
目
黒
第
一
）	

62
歳
　	

脳
梗
塞

　

訃
報　
　

＊
９
月

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
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10
月
９
日
㈭
午
後
3
時
よ
り
、
㈳
全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
関
東
支
部
に
お
い
て
、
平
成
20
年
９
月
24
日
付

譲
渡
譲
受
認
可
書
交
付
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
関
東
管
内
の
認
可
者
は
70
名
、
う
ち
東
京
は
特
別
武
三
交

通
圏
54
名
、
南
多
摩
交
通
圏
２
名
の
、
合
わ
せ
て
56
名
。
東
京
運
輸
支
局
・
石
橋
健
次
長
の
お
祝
い
の
言
葉
と
、

譲
渡
譲
受
認
可
者
代
表
・
宮
本
孝
雄
さ
ん
の
喜
び
の
声
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

9
月
25
日
㈭
、
第
23
回
個
人
タ
ク
シ
ー
優
良
事
業
者
団
体
表
彰
が
、
ホ
テ
ル
イ
ー
ス
ト
21
東
京
・
イ
ー
ス
ト
21
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
年
は
、特
別
優
良
表
彰
14
年
の「
野
方
個
人
タ
ク
シ
ー
協
同
組
合
」を
は
じ
め
個
人
タ
ク
シ
ー

か
ら
30
団
体
が
受
賞
し
ま
し
た
。

利
用
者
に
選
ば
れ
る
タ
ク
シ
ー
を
目
指
し
て

厳
し
い
基
準
を
乗
り
越
え
た
30
団
体
が
表
彰

個
人
タ
ク
シ
ー
譲
渡
譲
受
認
可
書
交
付
式
開
催

㈶
東
京
タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
第
23
回
個
人
タ
ク
シ
ー
優
良
事
業
者
団
体
表
彰

優
秀
適
格
者
と
し
て
の
自
己
管
理
を

関
東
運
輸
局
東
京
運
輸
支
局
次
長　

石
橋　

健
氏

　

当
初
は
利
用
者
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
た
個
人
タ

ク
シ
ー
で
す
が
、
近
年
で
は
法
人
タ
ク
シ
ー
に
差
を

つ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
再
び
利
用
者
の
目
線

に
立
っ
た
営
業
を
さ
れ
る
よ
う
、
組
織
全
体
の
底
上

げ
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

新
し
く
事
業
者
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
に
は
、
ま

ず
自
己
管
理
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。
運
行
管

理
、
車
両
管
理
、
ま
た
経
営
管
理
な
ど
も
、
こ
れ

か
ら
は
自
分
の
責
任
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
今
ま
で
の
会
社
勤
め
と
違
い
、
自
分
の
責
任

に
よ
る
自
己
管
理
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
次
に
、

輸
送
の
安
全
と
環
境
へ
の
対
応
で
す
。
組
織
を
通

じ
て
取
り
組
む
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
そ
し
て
最

後
に
、
適
正
営

業
の
徹
底
。
居

酒
屋
タ
ク
シ
ー

問
題
、
銀
座
地

区
で
の
不
適
正

営
業
が
マ
ス
コ

ミ
で
騒
が
れ
ま

し
た
が
、
身
勝

手
な
営
業
を
し

な
い
よ
う
一
人

ひ
と
り
が
意
識

サ
ー
ビ
ス
の
基
本
は
安
心
・
安
全
・
快
適

　

式
で
は
ま
ず
、
今
回
受
賞
の
団
体
に
対
し
て
、

東
京
タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
の
田
中
順
一
郎
会
長

が
「
厳
し
い
選
考
基
準
を
突
破
さ
れ
た
皆
様
に
敬

意
を
表
し
ま
す
。
創
意
工
夫
に
努
め
業
界
の
先
達

と
な
り
、
よ
り
高
い
評
価
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
さ

ら
な
る
ご
努
力
を
」
と
の
式
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

表
彰
式
後
の
来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、
ま
ず
国
土

交
通
省
・
福
本
秀
爾
関
東
運
輸
局
長
か
ら
「
こ
の

た
び
の
受
賞
は
、
日
頃
か
ら
安
全
運
転
、
良
質
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
の
ご
努
力
が
評
価
さ
れ
た

も
の
で
す
。
大
き
な
誇
り
と
自
信
を
持
た
れ
、
今

後
も
尽
力
く
だ
さ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
の
お
言
葉
を
。
さ
ら
に
、
都
個
協
の
木
村
忠
義

会
長
が
「
サ
ー

ビ
ス
の
基
本
は

安
全
、
安
心
、
快

適
の
三
つ
。
利
用

者
が
望
む
、
そ
の

基
本
を
忘
れ
ず
適

正
営
業
に
励
み
、

来
年
ま
た
こ
こ
で

再
会
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
努
力
さ

れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
」
と
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
後
部
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
、
も
み
じ
マ
ー
ク
に
つ
い
て
励
行
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

ご
家
族
、
同
僚
、
上
司
な
ど
、
今
ま
で
応
援
し
て

く
だ
さ
っ
た
方
々
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
ご

活
躍
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

法
人
の
仲
間
に「
個
タ
ク
」を
伝
え
ま
す

宮
本
孝
雄
さ
ん（
東
京
旅
客
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
）

　

27
年
タ
ク
シ

ー
ド
ラ
イ
バ
ー

を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
マ

イ
ペ
ー
ス
で
安

全
運
転
を
心
掛

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

法
人
の
仲
間
が
開
い
て
く
れ
た
送
別
会
で
、

「
こ
れ
か
ら
も
顔
を
見
せ
て
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
考
え
て
み
る
と
、
私
の
先
輩
も
個
人
タ
ク

シ
ー
事
業
者
に
な
る
と
縁
が
遠
く
な
っ
た
も
の

で
す
。
そ
う
な
る
と
個
タ
ク
の
情
報
が
法
人
の

ド
ラ
イ
バ
ー
に
入
っ
て
き
ま
せ
ん
。
私
は
今

後
、
個
タ
ク
の
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
伝
え
、
個

タ
ク
の
仲
間
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

特
別
優
良
表
彰
13
年

東
個
協
世
田
谷
第
二
支
部
支
部
長　

小
林
茂
さ
ん

地
道
な
努
力
を
積
み
重
ね
て

　

一
番
の
サ
ー
ビ
ス
は
安
心
・
安
全
・
快
適
を
提

供
す
る
こ
と
。
違
反
・
事
故
・
苦
情
は
三
点
セ
ッ

ト
な
の
で
、ト
ラ
ブ
ル
が
続
か
な
い
よ
う
気
を
配
っ

て
い
ま
す
。
苦
情
の
原
因
は
お
客
様
と
の
行
き
違

い
が
多
い
の
で
、
謝
れ
る
か
ど
う
か
が
大
切
だ
と

よ
く
言
っ
て
い
ま
す
。
一
番
良
く
な
い
の
は
「
聞

い
て
な
い
」、「
知
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
言
い
訳

で
す
。
今
回
で
23
回
目
の
表
彰
式
で
す
が
、
23
年

連
続
表
彰
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
く
ら
い
の

気
持
ち
を
も
ち
、
み
ん
な
で
地
道
な
努
力
を
こ
れ

か
ら
も
積
み
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

「“無理をしない”がモットー
です」

「お客様に愛されるタクシーに」と石橋次長

受賞者の皆さん



トピックス
なんでも 地域のおすすめスポットや

クラブ活動、
名物ドライバーなど
なんでもご紹介

勉強会のた
めの教室を

完備

東
京 

　
　
　
　
　

 

支
部
紹
介

第
５
回

る
ぐ

り

神
田
駅
周
辺
緊
急
街
頭
指
導
報
告

区
民
か
ら
の
厳
し
い
評
価

日
時　

平
成
20
年
10
月
８
日
（
水
）

午
後
７
時
30
分
か
ら
午
後
11
時

指
導
員　

第
１
・
４
指
導
班　

計
９
名

　

神
田
駅
西
口
ガ
ー
ド
下
に
て
、
商
店
街
の

役
員
か
ら
東
口
中
央
通
り
方
向
の
指
導
も
希

望
さ
れ
る
。
上
野
方
向
へ
の
ガ
ー
ド
下
に
空

車
が
並
び
横
断
歩
道
上
に
か
か
り
通
行
に
支

障
が
あ
る
な
ど
激
し
く
抗
議
さ
れ
た
。
ひ
ど

い
時
は
今
川
橋
か
ら
並
ぶ
ら
し
く
、
排
除
す

る
よ
う
要
請
さ
れ
た
。

　

商
店
街
で
は
千
代
田
区
に
対
し
、
駐
車
出

来
な
い
よ
う
に
障
害
物
を
置
く
こ
と
を
申
し

入
れ
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
タ
ク

シ
ー
は
来
な
く
て
い
い
と
言
わ
れ
た
。

（
横
田
班
長
）

銀
座
乗
禁
地
区
周
辺
頭
指
導
報
告

車
両
ピ
ー
ク
時
に
お
け
る
対
策
を

日
時　

平
成
20
年
10
月
10
日
（
金
）

午
後
10
時
か
ら
翌
午
前
１
時

指
導
員　

第
７
指
導
班　

計
５
名

　

幸
橋
ガ
ー
ド
下
に
お
い
て
、
横
断
歩
道
の

歩
行
者
の
整
理
と
幸
橋
ガ
ー
ド
下
入
り
口
側

を
中
心
に
指
導
を
行
う
。
ガ
ー
ド
下
を
逆
行

す
る
車
両
を
法
人
も
含
め
て
指
導
し
、
横
断

歩
道
側
で
は
歩
行
者
を
一
時
止
め
て
、
車
両

を
通
行
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
。
し
か
し
歩
行

者
が
非
常
に
多
く
、
電
通
通
り
へ
の
左
折
が

思
う
よ
う
に
で
き
な
い
た
め
、
車
両
の
停
滞

が
徐
々
に
増
え
、
午
後
11
時
30
分
過
ぎ
に
は

ピ
ー
ク
に
達
し
、
多
数
の
車
両
が
ガ
ー
ド
下

か
ら
第
一
ホ
テ
ル
脇
ま
で
渋
滞
し
て
し
ま
っ

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

（
溝
上
班
長
）

利用者感謝の日キャンペーンにご協力お願いいたします
ご協力いただく皆様にも副賞が当たります

【キャンペーン期間は12月１日（月）～21日（日）の３週間です】

領収書ロール（裏面広告印刷）
12 月１日出庫時から装着し、12 月 21 日帰庫をもって取り外し
てください（なくなり次第終了）。

チラシ配布
12 月１日以降、乗車中のお客様にチラシをお渡しください（な
くなり次第終了）。

お客様へのお声掛け
①チラシ配布の際
　「個人タクシーのキャンペーン中です。液晶テレビが当たりま
すので、ぜひ応募してください」

②降車の際
　「この領収書を応募用紙に貼って、キャンペーンにご応募くだ
さい。ありがとうございました」

③降車時、チラシがなくなっても……
　「個人タクシーのキャンペーン中です。液晶テレビが当たりま
すので、この領収書をハガキに貼ってご応募ください。ありが
とうございました」

事業者への副賞
・マスター賞　商品券（20,000 円分） ５名
・ふたつ星賞　商品券（10,000 円分） 10 名
・ひとつ星賞　クオカード 300名　（800名から抽選）

特別賞「個人タクシー乗車券（1,000円券）」
今回は新たに特別賞を設け、500 名のお客様に「個人タクシー乗
車券」が当たります（平成 21 年１月 19 日抽選後発送。ご利用
期限は平成 21 年４月 30 日まで）。お客様からご提示されたら、
快く金券として受け取ってください。また、お釣りは出さず、換
金は所属団体で額面のまま行ってください。

※マスターズ制度参加者に限らず、すべての個人タクシーで利用で
　きます
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日
個
連
東
京
都
営
業
協
同
組
合

足
立
支
部

個
人
タ
ク
シ
ー
第
１
号
の

伝
統
を
守
っ
て
今
日
も
奮
闘

　

個
人
タ
ク
シ
ー
第
１
号
・
市
川
三
蔵
氏
が
こ
の
地

で
開
業
。
個
タ
ク
の
ル
ー
ツ
と
も
い
え
る
足
立
個
人

タ
ク
シ
ー
協
同
組
合
は
、
平
成
17
年
に
現
在
の
場
所

に
移
転
し
て
き
ま
し
た
。
広
い
駐
車
場
は「
ト
ヨ
ペ
ッ

ト
友
の
会
」
の
車
両
点
検
サ
ー
ビ
ス
に
も
利
用
さ
れ
、

近
く
の
組
合
・
支
部
の
仲
間
も
点
検
に
訪
れ
る
そ
う

で
す
。

　

３
４
０
名
の
組
合
員
は
８
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か

れ
、
月
１
回
の
会
議
で
情
報
交
換
。
全
組
合
員
が
集

ま
る
の
は
、
新
年
の
鬼
怒
川
温
泉
１
泊
旅
行
。
毎
年
、

近
く
の
西
新
井
駅
か
ら
臨
時
列
車
を
仕
立
て
て
に
ぎ

や
か
に
出
か
け
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
活
動
も
活
発
で
、

野
球
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
・
ゴ
ル
フ
も
、
業
界
屈
指
の
伝

統
に
ふ
さ
わ
し
い
実
績
を
誇
り
ま
す
。

「人員を維持する
には、新人の加入
が欠かせません」と
小関支部長。 事
務所には勉強会専
用の教室があり、日
曜の午後は20人
ほどの受験希望者
が勉強に励んでい
ます。

仲間を増やすために、きっちり体制を整えています

自慢の広い駐車スペースでは、30年以上「友
の会」車両点検サービスを提供

左から黒木事業部長・小関支部長・栗原一般共済
部長・酒井副支部長

個タクのお客様第一号・楢橋運輸大臣を乗せて走る市
川さん




